
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　1006720008AA/20120321

( 科目コード：1006720008AA)
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【科目】現代哲学
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】後期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・学年共通
【担当教員】

大河内 泰樹

【授業目標・教育方針】
・２０世紀の哲学が取り組んできた近代社会の問題について理解する。
・近現代社会の問題に対する哲学的な視点を身につける。
・２０世紀の哲学のいくつかの主要概念を理解する。
・２１世紀における哲学の意義を考える。

【授業概要】
・20 世紀の哲学が、近代以降人類が直面してきた問題をどう理解したかを概観する。
・20 世紀前半に活躍したヨーロッパの哲学者たちを取り上げ、近代が直面した危機と、それに対する彼らの処方箋を
検討する。
・20 世紀と 21 世紀の連続性と、断絶について検討する。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：『マックス・ヴェーバー入門』：山之内靖：岩波書店
参考書：『権力の批判』：A. ホネット：法政大学出版局
参考書：「規範という暴力に対する倫理的な態度」：大河内泰樹：『現代思想』2006 年 10 月臨時増刊

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
・基本的に講義形式で行う。
・パワーポイントによるスライド、映像等を適宜用いる。

【メッセージ】
単に知識を身につけるだけでなく、自分で考えることができたかどうかを重視します。

【備考】
倫理・哲学の基礎的な内容に習熟していること。

【成績評価方法】
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，その他：課題、発表および授業への取り組み 20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【JABEE 評価】
(a) 地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

【授業計画】（授業名：現代哲学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 近代と現代の諸問題 哲学的課題としての近代という時代について
第 2 回 ホルクハイマー／アドルノ『啓

蒙の弁証法』(1)
技術と合理性の発展と全体主義との関係について

第 3 回 ホルクハイマー／アドルノ『啓
蒙の弁証法』(2)

近代の病としての反ユダヤ主義

第 4 回 物象化と合理化 (1) 近代という鉄の檻
第 5 回 物象化と合理化 (2) 現代における物象化
第 6 回 フーコーと近代 (1) 権力概念の転換
第 7 回 フーコーと近代 (2) 監視について
第 8 回 ハーバーマスの処方箋 (1) 批判理論
第 9 回 ハーバーマスの処方箋 (2) なぜ現代においてコミュニケーションが重要なのか
第 10 回 ハーバーマスの処方箋 (3) 民主主義と討議
第 11 回 バトラーとアイデンティティー

の問題 (1)
権力とアイデンティティー

第 12 回 バトラーとアイデンティティー
の問題 (2)

アイデンティティーと承認

第 13 回 グローバリゼーションと現代
（１）

近代国民国家体制の意義と限界

第 14 回 グローバリゼーションと現代
（２）

現代の「帝国」（ハート／ネグリ）

第 15 回 まとめ これまでの理論とこれからの哲学の課題。
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